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概 要

  令和元年度まで国立感染症研究所感染症疫学センター

（IDSC）が担っていた業務には、疫学調査研究、ワクチン効

果副反応による調査研究、検査技術研修の実施、並びに感

染症の健康危機情報の収集などがあるが、東京オリンピッ

ク・パラリンピックや大阪・関西万博などによる感染症発生の

危機の可能性を控え、感染症疫学センターの業務が多岐に

亘っており、一つのセンターでは十分な役割を果たすことが

困難となってきていた。このような状況の中、感染症疫学セン

ターの危機対応関連部門、病原診断部門、講習部門を分離

して感染症危機管理研究センターを新設し、疫学部門を感

染症疫学センターが、危機管理部門を感染症危機管理研究

センターが担うことでそれぞれの分野をより効率的、かつ強

力に推進することとなった。

感染症危機管理研究センター（CEPR）は、令和２年４月１

日に設置された。感染症疫学センターの旧第三室（病原診

断室）、旧第四室（細菌研修室）、旧第五室（ウイルス研修室）

を移設し、新たに第一室（緊急時対応室）、第二室（クライシ

スコミュニケーション室）を設置して加え、５室体制で発足した。

国立感染症研究所の感染症危機に対する情報集約・コミュ

ニケーションハブとして、感染症危機対応の迅速化・円滑化

を進めるとともに、病原診断検査・開発・研究・研修等を通じ

て国内の病原体検査体制の向上への貢献を通じて、我が国

の感染症危機管理の向上を目指している。令和３年１月１日、

齋藤智也がセンター長として着任した。CEPR 第一室～第五

室の概要は以下のとおりである。

第一室（緊急時対応室）

感染症及び特定疾病の危機管理に関する調査及び研究

並びに関係行政機関への連絡調整を行う室である。第一室

は、危機発生時等の緊急時に緊急時対応センター（EOC；

Emegency Oepations Center）をアクティベーションし、関係す

るセンター・部と協力し、所内の情報集約・調整拠点として、

また対厚生労働省等、外部機関との窓口として機能する。

第二室（クライシスコミュニケーション室）

感染症その他の特定疾病の危機管理に関する情報の提

供を行う室である。平時はサイエンスコミュニケーションを促

進し、感染症の知見を広く、正しく、わかりやすく伝えていく

役割を担い、緊急時にはクライシス・緊急事態コミュニケーシ

ョンを戦略的に行う。またこれらに資する研究を行う室である。

第三室（病原診断室：藤本嗣人室長）

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる原因

不明疾患の検査、レファレンス、病原診断のための方法の開

発を行っている。全国衛生微生物技術協議会のアデノウイ

ルスレファレンスセンターを担当している。地方衛生研究所

等からの依頼による行政依頼検査を行い、令和 2 年度は、新

型コロナウイルスの検査対応を実施し、PCR 検査を実施した。

IDSC 第一・二・三室やウイルス第二部、感染病理部等、所

内の多くの部・センターと連携しながら、例えば原因不明の

急性脳炎患者からの網羅的遺伝子検査など、病原体診断に

関した研究を進めている。

第四室（細菌研修室：村上光一室長）

細菌性感染症の検査に関する情報収集、依頼検体の検

査、結果解析、及びこれらから得られた情報の提供を行って

いる。又、国内外の検査・研究機関と連携して検査技術の向

上や標準化を行っている。地方自治体等の公的検査・研究

機関に対しては、公衆衛生分野に所属する職員を対象に細

菌検査の技術向上および最新の検査法の技術習得を目的

として、技術研修会を企画立案し、遂行している。更には、新

興・再興感染症に関する新規検査法の開発等も行っている。

第五室（ウイルス研修室：岡本貴世子室長）

ウイルス性疾患の検査に関する情報の収集・解析、情報

提供を行っている。国内外の関連機関と連携し、公衆衛生に

おけるウイルス検査の技術向上・標準化等を支援している。

また、公衆衛生に携わる公的機関の職員を対象にウイルス
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検査等に関する講習の立案・遂行および病原体新規検査法

の開発等を行っている。さらに、新規ウイルスゲノム検出法の

開発および実用化に関する研究を行っている。

令和２年度は、COVID-19 の発生に伴う危機管理業務を

中心に推移し、特に三室～五室は検査への対応に注力する

こととなった。流行状況を鑑み、研修業務も集合研修として

企画された研修の開催を見送らざるを得なくなったが、新た

にウェブ講義による地方衛生研究所向けの講習を提供する

ことができた。新たに設置された一室・二室は、体制整備を

進めるとともに、SARS-CoV-2 変異株のリスク評価の取りまと

めと公表が中心業務となった。
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業績

調査・研究

I. 感染症の危機管理に関する研究

1. 新興・再興感染症のリスク評価と危機管理機能の確保

に関する研究

厚生労働科学研究「新興・再興感染症のリスク評価と危機

管理機能の確保に関する研究（研究代表者：齋藤智也）」に

おいては、感染症の危機管理能力の脆弱性評価と強化方

策の実装を行うことを目的としている。特に、(1)脆弱性評価

ガイダンスを活用した地域の感染症危機管理能力の評価と

実装、(2)実働・机上の訓練・演習を通じた脆弱性評価手法

の検討、(3)感染症患者の医療体制のキャパシティ評価、(4) 

疫学調査機能の強化方策の実装研究に取り組んでいる。ま

た、新型コロナウイルス感染症の勃発に伴い、追加研究とし

て新型コロナウイルス感染症対策の評価、迅速検査法の確

立、迅速診断キットのための抗体作成、発生動向の把握・分

析、新型コロナウイルス感染症環境ガイドラインの作成、ワク

チンの開発、救急医療体制の構築を行うことに取り組んだ。

［齋藤智也、神谷元（感染症疫学センター）、長谷川直樹（イ

ンフルエンザウイルス研究センター）、調恒明（山口県環境保

健センター）、中里栄介（佐賀県鳥栖保健福祉事務所）、中

瀬克己（吉備国際大学）、田村大輔（自治医科大学）、大曲

貴夫（国立国際医療研究センター）、市川学（芝浦工業大

学）、中島一敏（大東文化大学）、松山晃文（大阪府立病院

機構）、河岡義裕・石井健（東京大学医科学研究所）、梁 明

秀（横浜市立大学）、森田公一（長崎大学熱帯医学研究所）、

西浦博（京都大学）、林基哉（北海道大学）、金勲（国立保健

医療科学院）、森下竜一（大阪大学）、志馬伸朗（広島大学）］

2. 大規模イベント時の健康危機管理対応に資する研究

厚生労働科学研究「大規模イベント時の健康危機管理対

応に資する研究（研究代表者：齋藤智也）」において、オリン

ピック・パラリンピック等、大規模な国際イベント（マスギャザリ

ングイベント）における様々な健康危機の発生リスクに対し、

リスクの評価、対応能力の開発、中長期的な対応能力の向

上に結びつける遺産化のために、体系的な記録や検証に取

り組んでいる。２０２０年度は本来東京オリンピック・パラリンピ

ック大会が行われる予定であったが、新型コロナの発生によ

り延期となったため、2019 年度に実施された G20 サミット、ラ

グビーワールドカップにおける対策の事後評価を行い、マス

ギャザリングイベントにおける公衆衛生対策に関する教訓を

とりまとめた。また、コロナ禍で延期された東京オリンピック・パ

ラリンピック大会について、官学連携体制の経過をまとめた

ほか、ホストタウン等を含めた新型コロナウイルス感染症対策

の検討を行い、ホストタウン向けにはアクションチェックリストを

作成し提供した。また、東京オリンピック・パラリンピック大会

開催に向けた新型コロナ対策に関して進捗を整理した。

［齋藤智也；島田智恵（感染症疫学センター）、冨尾淳（東京

大学）、森村尚登（東京大学）、和田耕治（国際医療福祉大）、

市村康典（岡山県）］

3. CBRNE テロリズム等の健康危機事態における対応能

力の向上及び人材強化に関わる研究

厚生労働科学研究「CBRNE テロリズム等の健康危機事

態における対応能力の向上及び人材強化に関わる研究

（研究代表者：近藤久禎）」において、主に呼吸器感染以

外の感染症・生物テロ問題を扱う国際的なグループ、世

界健康安全保障行動グループバイオロジカルワーキング

グループ（GHSAG BioWG）の国外の専門家ネットワークを

通じた科学的・政策的知見を集約し、各国政策・実事例

の分析、結果を国内政策にフィードバックすることを目

的とした研究に取り組んでいる。また、明らかにされた

課題・改善点に継続的に対応していくために、本邦の健

康危機管理対応に資する人材強化事項を検討している。

今後、新型コロナウイルス感染症への対応から、少しずつ生

物テロ対応への教訓をフィードバックしつつ、有事の際の意

見交換枠組みを維持していく。

［齋藤智也］

4. バイオテロ対策のための備蓄されている細胞培養痘そ

うワクチンの備蓄等，バイオテロ病原体への検査対応，

公衆衛生との関連のあり方に関する研究

厚生労働行政推進調査事業費補助金「バイオテロ対策の

ための備蓄されている細胞培養痘そうワクチンの備蓄等，バ

イオテロ病原体への検査対応，公衆衛生との関連のあり方に

関する研究（研究代表者：西條政幸）」において、生物テロ対

策の公衆衛生対策、とくに公衆衛生セクターとセキュリティセ

クターの連携の在り方について検討を進めてきた。本年度は、

生物テロ対応に関して、医療関係者のみならず、非医療関

係者にも利用可能な研修資料を作成し、実研修に提供する
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こと、また、当研究班の前身の研究班で開発してきた、公衆

衛生機関とセキュリティ関係機関の連携強化を目的とした演

習素材の改良に向けた検討を主な目的としている。諸外国

の文献調査に基づき、公衆衛生・医療関係者のみならず、

非医療関係者を含めた対象者への研修素材の作成や、今

後の公衆衛生機関と法執行機関の連携研修プログラムの検

討を行っている。

［齋藤智也］

5. 新型コロナウイルス感染症に対する疫学分析を踏まえ

たクラスター対策等の感染拡大防止策の統括研究

厚生労働科学特別研究「新型コロナウイルス感染症に対

する疫学分析を踏まえたクラスター対策等の感染拡大防止

策の統括研究（研究代表者：鈴木基）」において、新型コロナ

ウイルス感染症対応におけるクラスター対策班に従事した活

動経験から、中長期的な視点での感染症対策の危機管理

能力の向上・公衆衛生対応の評価の観点から今後の課題の

検討を行うことを目的として、成功要因と問題点のナラティブ

な検討を行った。初期に感染者・死亡者数を抑制できた要

因としては、初期の疾病検知と積極的疫学調査による流行

動態と疾病スペクトラムの的確な把握、監視から対策への迅

速な連携、市民の行動変容に結びついたことが挙げられた。

問題点としては、データマネジメントの不備とコミュニケーショ

ンへの十分な資源投入がなされていないことを指摘した。

［齋藤智也］

6. 新型コロナウイルス感染症等の感染症サーベイランス

体制の抜本的拡充に向けた人材育成と感染症疫学的

手法の開発研究

厚生労働科学特別研究事業「新型コロナウイルス感染症

等の感染症サーベイランス体制の抜本的拡充に向けた人材

育成と感染症疫学的手法の開発研究（研究代表者：鈴木

基）」において、感染症サーベイランスの実務を担う専門

家の育成に向けたカリキュラムを検討し、教材をパワー

ポイント形式で開発することを目的として、パンデミッ

ク対策および感染症疫学用語の基礎知識、そして SARS-

CoV-2 変異株に関する教育資料を作成した。［齋藤智也］

II. 感染症の疫学、検査診断法等に関する研究

1. 新型コロナウイルス検査における検体プール化に関

する研究

新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業である、

「一類感染症等の患者発生時に備えた臨床的対応に関す

る研究（加藤康幸（国際医療福祉大学）」研究の一環とし

て、厚生労働科学研究 研究代表者：国立感染症研究所

感染症危機管理研究センター 第三室長 藤本 嗣人と

して、新型コロナウイルス核酸検査における唾液検体等

のプール化（混合）の影響について検討した。複数の核

酸検査系を用いて、検体プール化の検査感度への影響を

評価し、結果を厚生労働省を通じて公表した。

［藤本嗣人、花岡希］

2. 急性脳炎・急性弛緩性麻痺の原因究明に関する研究

感染症疫学センターとともに、令和 2 年度厚生労働科学

研究「急性弛緩性麻痺、急性脳炎・脳症等の神経疾患に関

する網羅的病原体検索を含めた原因及び病態の究明、治

療法の確立に資する臨床疫学研究」（研究代表者：多屋馨

子、研究分担者：藤本嗣人）の一環として、感染研での倫理

承認後、病原体不明急性を行い、原因不明で届け出られた

急性脳炎（脳症を含む）の原因究明を行った。

危機管理研究センター第四室で脳炎に関与しうる主要

な病原体 33 種類について、multipelx PCR および個別の

PCR により解析した。急性脳炎の病原体解析も同様に実施

した。

［藤本嗣人、花岡希、野尻直未；多屋馨子、新橋玲子、新井

智、森野紗衣子、北本理恵、田中佑汰、砂川富正（感染症

疫学センター）、清水博之（ウイルス第二部）、林昌宏、前木

孝洋（ウイルス第一部）、四宮博人（愛媛県立衛生環境研究

所）、八代将登（岡山大学）、原誠（日本大学）、吉良龍太郎、

チョン・ピンフィー（福岡市立こども病院）、奥村彰久（愛知医

科大学）、森墾（東京大学大学院放射線医学）、鳥巣浩幸

（福岡歯科大学）、安元佐和（福岡大学）、細矢光亮（福島県

立医科大学）］

3. 国内における手足口病の発生動向に関する研究

令和 2 年度は COVID-19 の流行に伴う感染対策が取られ

たためか、手足口病の患者数が極めて少なかった。マスコミ

からの取材に対応し、患者数が前年の 100 分の 1 程度に減

少していることを公表した。

［藤本嗣人、花岡希、野尻直未、小長谷昌未］
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4. アデノウイルスに対するオゾン消毒剤の評価研究

アデノウイルスは一般的な手指消毒薬に対して高い耐性

を持つ。アデノウイルスによる流行性角結膜炎や咽頭結膜熱

は、限られた空間で爆発的に感染し、院内感染などのアウト

ブレイクを引き起こしている。そこでオゾン入りアルコール製

剤である ALTANT（イーテック、神戸市）のアデノウイルスに

対する有効性を国立感染症研究所と E-TECH との共同研究

として評価した。異なる型のアデノウイルスを 9:1 の割合で混

合し、TCID50 アッセイを用いて、異なる時間帯（フラッシュ（3

秒未満）から 5 分）の瞬間反応後にアデノウイルスの生存率

を測定した。その結果、ALTANT はアデノウイルスの型類に

よって反応性に若干の差はあるものの、反応後 1 分以内にア

デノウイルスの力価が低下することが示された。アデノウイル

スの生存率は 4log10 以上減少し、3 分後にはウイルスは完

全に死滅した。JJID で論文報告した。

［花岡希、野尻直未、高橋健一郎、藤本嗣人；吉田英一（E-

TECH）］

5. 日本および世界で流行しているエンテロウイルスの検査

法およびその活用法に関する検討

令和 2 年度 AMED「新興・再興エンテロウイルス感染症の

検査・診断・治療・予防法の開発に向けた研究」（研究代表

者：清水博之、研究分担者：藤本嗣人）の一環として研究し

た。急性弛緩性麻痺の病原体とであるエンテロウイルス D68

の高感度検出法の改良を進めた。

［藤本嗣人、花岡希；清水博之（ウイルス第二部）］

6. 全国的なエンテロウイルス D68 流行時のウイルス検査と

その後の検査

令和元年度厚生労働科学研究「急性弛緩性麻痺、急性

脳炎・脳症等の神経疾患に関する網羅的病原体検索を含め

た原因及び病態の究明、治療法の確立に資する臨床疫学

研究」（研究代表者：多屋馨子）の一環として、急性弛緩性

脊髄炎症例について病原体検索を行った。

［藤本嗣人、花岡希、小長谷昌美： 多屋馨子（感染症疫学

センター）］

7. 全国的なパレコウイルス 3 型流行時における筋痛症患

者からのウイルス検査

ヒトパレコウイルス 3 型（PeV-A3）感染による成人の

流行性筋痛症の 1 例を経験した．近位筋優位の筋痛・筋

力低下，握力低下を認める患者では，PeV-A3 感染による

流行性筋痛症を鑑別に挙げ，乳幼児との sick contact を聴

取し適切に診断をつけることが重要であることを日本内

科学会誌に報告した。

［花岡希、藤本嗣人；中村ふくみ（東京都立墨東病院）］

8. アデノウイルスレファレンスのための研究

平成 28 年度厚生労働科学研究「国内の病原体サーベイ

ランスに資する機能的なラボネットワークの強化に関する研

究」（研究代表者：宮崎義継、研究分担者：藤本嗣人）の一

環として新型アデノウイルスである 89 型が日本でも流行して

いることを兵庫県立健康科学研究所、小林小児科(藤枝市)

等とともに明らかにして論文公表した。

［高橋健一郎、花岡希、藤本嗣人、小長谷昌未；小林正明

（小林小児科）、荻美貴（兵庫県立健康科学研究所）］

9. パレコウイルスに関する研究

パレコウイルスは小児を中心に呼吸器感染症を引き起こし

ている。小児では敗血症等の重症感染症を起こすこともある。

そのウイルス学的な調査研究を実施し、論文を作成した。

［藤本嗣人、花岡希、小長谷昌未］

10. 性感染症関連病原体の病原性解明のための研究

尿道炎などに関連する病原体の探索を仙台市泌尿器科

クリニック あいクリニック（伊藤晋院長）と共同で実

施した。また、プライベートケアクリニック東京（新宿、

尾上泰彦院長）の院長と萬田和久、客員研究員として花

岡希、国立感染症研究所細菌第一部の大西真や中山周一

らと、梅毒感染症の簡便な検査法について検討を行った。

［花岡希、野尻直未、藤本嗣人］

11. 郵送検査の精度管理に関する研究

アルバコーポレーションと国立感染症研究所との共同

研究で、クラミジア・淋菌・トリコモナス・カンジダ・

HIV・梅毒・B 型肝炎・C 型肝炎・マイコプラズマ・ウレ

アプラズマ・一般細菌検査・HPV・HSV・アデノウイルス

の 郵送検査における検査法の改良や精度管理に関する

研究を実施した。また、令和 2 年度厚生労働科学研究費
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補助金 エイズ対策政策研究事業「HIV 検査体制の改善

と効果的な受験勧奨のための研究」研究代表者 今村

顕史（東京都立駒込病院） 分担研究者 渡曾 睦子（東

京医療保健大学） 分担研究課題「HIV 検査・郵送検査

における制度・法的根拠の課題分析と解決方法の検討」

の協力研究者として「郵送検査における病原体診断につ

いて」を担当し、HIV 郵送検査ガイドラインの検討等も

行った。

［花岡希、萬田和志（アルバコーポレーション）、藤本嗣

人］

12. Brincidofovir に関する研究

シンバイオ製薬株式会社と国立感染症研究所との共同

研究で、Brincidofovir の抗ウイルス活性を、アデノウイ

ルスやヘルペスウイルス、BK ウイルス等に対して評価

した。

［花岡希、安仁屋恵（シンバイオ製薬株式会社）、藤本嗣

人］

13. 風疹ウイルスゲノム検出法の検討

風疹の発症時にはウイルスの排出が多いためウイルスゲノ

ム検出による検査が有用であることから、日本ではリアルタイ

ム PCR が汎用されているが、高価な装置が必要であり反応

に約２時間を要する。消光プライマーを用いた消光 LAMP 法

は、反応時間が短く操作も簡便で、高度な設備を必要としな

い等の長所があり、特に臨床現場での検査（POCT；Point Of 

Care Testing）や途上国では有用なウイルスゲノム検出法の

一つである。本研究では、本法を用いた風疹ウイルスゲノム

検出法（風疹 Q-LAMP 法）は従来の風疹リアルタイム PCR

法と比較して遜色ない感度が得られることを確認した。さらに、

コールドチェーンの不要な乾燥試薬の適用及び更なる簡便

化を目的として核酸抽出操作の不要な系について検討を行

っている。

［岡本貴世子、門澤和恵、青沼えり（埼玉県衛生研究所）］

14. Escherichia albertii に関する研究

  食中毒細菌 Escherichia albertii の疫学に関して研究を

行った。R2年度は本菌の運動性に関する検討および培養法

に関して検討した。運動性では、本菌は通常の培養温度

（35℃～37℃）では、運動性を示さないものの、希釈した培地

中にて、25℃程度の培養温度で、8 時間程度培養すると運

動性が確認できる菌株が存在することが分かった。この性状

は本菌の同定に役立つ性状の一つと考えられた。培養法で

は、基礎培地として緩衝ペプトン水を用いない方法に関して

検討を行った。その結果、他の培地であっても同様の発育支

持性を示すことが判明し、今後の検討に資する結果が得られ

た。

［村上光一、平井晋一郎、土井朋美、山田珠美］

15. 腸管出血性大腸菌の反復配列多型解析法の検証

腸管出血性大腸菌（EHEC）の分子疫学的解析法である

反復配列多型解析（MLVA）法は、菌株の類似性を判定す

る能力に優れていることから、全国の地方衛生研究所で

広く用いられている。検査の過程では EHEC 菌株を継代

培養する必要があるが、継代培養により発生した変異が

MLVA 法の結果に与える影響はあまり調査されていない。

本研究では、過去に当所に搬入された EHEC 菌株の中か

ら、MLVA 法で様々な TR 数を持つ約 20 菌株の EHEC を選

び、これらを 20 日間連続で継代培養して TR の変化頻度

を調査した。その結果、全ての供試菌株において、継代

培養は MLVA 法の結果に大きな影響を与えなかったこと

から、本法は分子疫学的解析法として有効性が高いこと

が明らかとなった。

［大西真(細菌第一部）、平井晋一郎、泉谷秀昌（細菌第

一部）］

16．成人の侵襲性細菌感染症サーベイランスの充実化に資

する研究

  厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予

防接種政策推進研究事業）の一環として、侵襲性細菌のうち

侵襲性インフルエンザ菌の血清型別等を担当した。R2 年度

は新型コロナウイルス感染症の流行の影響もあり、搬入検体

数が 30 検体のみであった。血清型の結果は NTHi が 27 件、

f 型が 2 件、e 型が 1 件であった。

［村上光一、平井晋一郎、土井朋美、山田珠美；久保田眞

由美（細菌第二部）、大石和徳（富山県衛生研究所）］

III. 学会等の中での研究、貢献
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1. 日本下痢症研究会

幹事として、会の運営に参画した。 ［藤本嗣人］

サーベイランス業務

I. 新型コロナウイルス感染症の検査に関する業務

１. 戸山庁舎での対応

国立感染症研究所の全所的検査対応において、副所長

の指揮のもと、戸山庁舎における班長として藤本、村山庁舎

における班長として岡本は、各部と連携しながら新型コロナウ

イルスのリアルタイム PCR 検査を実施した。2021 年 3 月 31

日までに、戸山庁舎において 8,875 件の検査を実施した。陽

性検体はウイルス分離チームおよびゲノム解析センターでウ

イルスの性状解析およびゲノム解析され、日本の感染症対

策に活用された。

［藤本嗣人、花岡希、野尻直未、吉田初佳（第三室）；林

昌宏（ウイルス第一部）、加藤 孝宣（ウイルス第二部）、

草川 茂（エイズ研究センター）、小泉 信夫（細菌第一

部）、立川 愛（エイズ研究センター）、田島 茂（ウイル

ス第一部）、前木 孝洋（ウイルス第一部）、中山 絵里（ウ

イルス第一部）、谷口 怜（ウイルス第一部）、小川 基彦

（ウイルス第一部）、 Aly Hussein、若江 亨祥、深野 顕

人（ウイルス第二部）、深澤 征義（細胞化学部）、森嶋 康

之（寄生動物部）、加来 義浩（獣医科学部）、名木 稔（薬

剤耐性研究センター, 真菌部）、齊藤 恭子（細胞化学部）、

下川 周子（寄生動物部）、作道 隆（品質保証管理部）、

星野泰隆、宮澤拳（真菌部）、石川 晃一、原田 恵嘉、松

岡佐織、菊地正、石井洋、関紗由里、中村碧、三木祥治、

Lucky Ronald Runtuwene（エイズ研究センター）、伊豫田

淳、高橋英之、泉谷秀昌、三戸部治郎、山本章治、森田

昌知、李謙一、志牟田健（細菌第一部）(以上、戸山庁舎)］

２. 村山庁舎での対応

村山庁舎では、水際対策の一環として空港検疫で採取

された 2183 検体の SARS-CoV-2 ゲノム検出リアルタイ

ム PCR 検査を村山庁舎検査チームで実施し、うち 6 検体

が陽性であった。国内のクラスター対策の一環として、

クラスターの発生した自治体の要請に従い、696 検体の

SARS-CoV-2 ゲノム検出リアルタイム PCR 検査を実施

し、うち 22 検体が陽性であった。

［岡本貴世子、荒木久美子、村上光一、平井晋一郎、高

山郁代、齋藤慎二、高橋仁（インフルエンザウイルス研

究センター）、大槻紀之（ウイルス第三部）、鈴木亮介（ウ

イルス第二部）、倉光球（血液・安全性研究部）、柊元巌

（病原体ゲノム解析研究センター）、見理剛（細菌第二部）］

３. ゲノム解析

SARS-CoV-2 N501Y 変異株が国内で検出されたこと

を受け、SARS-CoV-2 変異株モニタリングの一環として、

民間検査会社と協力し、国内で SARS-CoV-2 陽性となっ

た 1,461 検体の全ゲノム配列を次世代シーケンスにより

決定した。得られたゲノム情報は病原体ゲノム解析研究

センターにて解析後、 Global Initiative on Sharing All 

Influenza Data （GISAID）に登録した。

［岡本貴世子、荒木久美子、平井晋一郎、高橋仁（イン

フルエンザウイルス研究センター）、大槻紀之（ウイルス

第三部）、鈴木亮介（ウイルス第二部）、倉光球（血液・

安全性研究部）、柊元巌、黒田誠（病原体ゲノム解析研究

センター）、見理剛（細菌第二部）］

４. 徳之島での新型コロナウイルス検査の実施（モバイルラ

ボの運営管理）

小泉信夫（細菌第一部）指揮の下、モバイルラボとして鹿児

島県環境保健センターと連携し、徳之島での緊急新型コロ

ナウイルス検査を実施した。検査の実施に伴い、移動可能な

検査ラボをセットアップした。

［花岡希、濵田結花（鹿児島県環境保健センター）、本田俊

郎（鹿児島県環境保健センター）、小泉信夫（細菌第一部）］

II. 感染症危機に関する情報収集・発信業務

1.  新型コロナウイルス感染症の変異株リスク評価に係る業   

  務

2020 年 12 月に英国で感染・伝播性が非常に高い新規変

異株が検出されて以来、変異株に関して、遺伝子配列情報

に基づく性状の分析、実験室データでの感染・伝播性や免

疫原性に関する評価、疫学的評価、海外での諸施策、対策

に関する情報を収集・整理し、日本におけるリスク評価や対

応に関する推奨事項を取りまとめてホームページ等で公開し

た（表）。厚労省アドバイザリーボードにも資料提出し議論の

材料として活用された。
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表 変異株に関するリスク評価

作成日 タイトル

2020/12/22 

16:00 時点

英 国 に お け る 新 規 変 異 株 (VUI-

202012/01)の検出について（第１報）

2020/12/25 

20:00 時点

感染性の増加が懸念される SARS-CoV-

2 新規変異株について（第２報）（タイト

ル変更）

2020/12/28 

14:00 時点

感染性の増加が懸念される SARS-CoV-

2 新規変異株について（第３報）

2021/01/02 

15:00 時点

感染性の増加が懸念される SARS-CoV-

2 新規変異株について（第４報）

2021/01/10 ブラジルからの帰国者から検出された

新型コロナウイルスの新規変異株につ

いて

2021/01/25 

18:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される SARS-CoV-2 の新規変異株

について（第５報）（タイトル変更）

2021/02/12 

18:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される SARS-CoV-2 の新規変異株

について（第６報）

2021/03/03 

14:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される SARS-CoV-2 の新規変異株

について（第７報）

2021/03/12 フィリピンからの入国者から検出された

新型コロナウイルスの新規変異株につ

いて

［鈴木基（感染症疫学センター）、鈴木忠樹（感染病理部）、

新城雄士（感染病理部・感染症疫学センター）、黒田誠（病

原体ゲノム解析研究センター）、齋藤智也］

III. 研修業務

1. 国立保健医療科学院による研修

（１）短期研修：ウイルス研修

令和 2 年 11 月 9 日から 27 日まで 14 日間、国立感染症

研究所村山庁舎で、短期研修ウイルス研修（国立保健医療

科学院・当所共同実施）を行う予定であった。本研修は、全

国地方衛生研究所において、ウイルス検査業務に従事する

専門職員を対象とし、インフルエンザウイルス、風疹ウイルス

の基礎的および新しい検査診断技術・知識の習得を目的と

していたが、新型コロナウイルス流行状況に鑑み、本年度は

実施されなかった。

［岡本貴世子、村上光一、平井晋一郎、小林純子、門澤和

恵］  

（２）短期研修：新興再興技術研修

令和 2 年 10 月 5 日から 9 日まで 4 日間、国立感染症研

究所村山庁舎で、新興再興技術研修（国立保健医療科学

院・当所共同実施）を行う予定であった。本研修は、レジオネ

ラの検査診断が適切に実施できるよう、レジオネラ症および

レジオネラ検査診断に関連する体系的な知識を理解し、基

本的かつ実践的なレジオネラ検査診断技術の習得を目的と

していたが、新型コロナウイルス流行状況に鑑み、本年度は

実施されなかった。

［村上光一、岡本貴世子、平井晋一郎、土井朋美、山田珠

美］  

IV. 教育・講習業務

１．検査機関に対する検査能力・精度管理等の向上を目的

とした講習（地衛研基礎講習）

令和 2 年度より、地方衛生研究所での経験年数の少な

い職員の増加傾向を受けて、新たな予算措置により新規

に地方衛生研究所職員を対象とした講習会「検査機関に

対する検査能力・精度管理等の向上を目的とした講習会（地

衛研基礎講習）」を実施することとなった。感染症対策の

拠点となる地方衛生研究所職員の検査及び精度管理能力

の向上を目的としている。今年度は令和 3 年 3 月 15 日から

19 日まで実施した。新型コロナウイルス感染症の流行状況に

鑑みて今年度は Zoom による Web 講義とした。地方衛生研

究所の 60 名（細菌分野・ウイルス分野 各 30 名）を受講

生として決定した。

講習内容は地衛研の業務において、必須となる技術・

知識に関する講義を行った。第１日目は全体講義として、

感染症行政全般及び「新型コロナウイルスの基礎・疫学

調査・検査法・分子疫学」、「新型コロナウイルス検査に

おける地衛研の役割」及び「地衛研での精度管理」等に

新型コロナウイルスに関する最新の知見について、各専

門家が講義を行った。2-3 日目は細菌分野の講習を行い、

「検査基礎技術に関するビデオ」を配信・解説し、さら

に講師により「主要な食中毒原因菌（赤痢菌、Escherichia 

albertii、サルモネラ、腸管出血性大腸菌）の検査」及び
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「地衛研職員の業務経験談」等を zoom を用いて講義し

た。4-5 日目はウイルス分野であり、「バイオセーフティ」、

「ウイルス検査法概論」、「ウイルス検査で必須となる検

査法（PCR 法、シークエンス、ウイルス分離法）」及び「感

染症発生動向調査」等に関する講義を行った。

［村上光一、平井晋一郎、土井朋美、山田珠美、岡本貴世

子、小林純子、門澤和恵］  

2. 希少感染症診断技術向上事業に関する業務

令和 2 年 1 月 29～30 日に全国自治体の検査技術担当

者に対して所全体で、例えばウイルス第三部による新型コロ

ナウイルス検査法など必要かつ要望が多かった検査等に

関する研修の当日運営をおこなった。

［藤本嗣人、花岡希、宮﨑義継（真菌部）］

3. 教育・講義等

 消防大学校における緊急消防援助隊教育科 NBC コー

スにて「生物災害対応」を担当した。［齋藤智也］

 群馬県医師会主催群馬県感染予防・対策研修会にて

「変異株とクラスター対策」を講義した。［齋藤智也］

 日本技術士会神奈川県支部講演会（第 92 回）にて「感

染症発生動向調査とアデノウイルス感染症」を講義した。

［花岡希］

Ⅴ. レファレンス業務

1. アデノウイルスレファレンスセンターとしての活動

全国の地区レファレンスセンターとともに、アデノウイルス

検査体制の全国調査（以下の質問項目）を実施した。

・細胞の送付

・難同定株の同定

・検査法の標準化

・検査法に関する問い合わせへの対応

・新しい検査法の開発

・アデノウイルス感染症に関する啓発

・正確な情報発信（HP・メディア）

［花岡希、藤本嗣人、全国地方衛生研究所］

２．Escherichia alberti のレファレンスセンターとしての活動

平成 28 年 11 月 9 日健感発 1109 第 2 号 Escherichia 

albertii に係る報告について（依頼）に基づき、全国の地方

衛生研究所、保健所等へ本菌あるいは本菌の DNA の配布

を行う体制を整えている。

［村上光一、平井晋一郎、土井朋美、山田珠美］

Ⅵ. 品質管理に関する業務

1. 検定検査業務内部監査

検定検査業務内部監査員のチームメンバーとして所内の

検定業務について、所内外部監査を担当した。

［藤本嗣人］

2. 病原体等取扱安全監視委員会活動

病原体等取扱安全監視委員の委員として国立感染症研

究所（戸山庁舎・村山庁舎）の P3 施設の安全監視を行った。

［藤本嗣人］

3. 令和３年度 地方衛生研究所等で実施するノロウイルス

及びＡ型肝炎ウイルスの精度管理事業実施要領

「ノロウイルスの検出法について」（平成 15 年 11 月 5 

日付け食安監発第 1105001 号）及び「ふん便及び食品中の

A 型肝炎ウイルスの検査法について」（平成 14 年 8 月 16 日

付け食監発第 0816001 号）に基づき使用する検査用陽性コ

ントロールを作製の上、各都道府県等の食品衛生検査施設

のべ 16 ヶ所へ配布した。

［岡本貴世子、門澤和恵、小林純子］

Ⅶ. 国際協力関係業務

1. 国際的調査協力及び支援、国際協力関係業務

（１）GHSAG に対する技術支援と関係国との情報共有

G7 加盟国、メキシコ、E.U.による、Global Health Security 

Initiative の技術的 WG である GHSAG のバイオロジカルワ

ーキンググループの共同議長として、運営方針や議論のテ

ーマの企画、ウェブ会議の司会進行等を実施し、各国の感

染症危機管理に関する情報共有の促進に寄与した。

［齋藤智也］

（２） 諸外国との意見交換

 2021 年 3 月に開催された日中意見交換会（China-Japan 

Dialogue on COVID-19）において、変異株の発生状況等、

COVID-19 対策について中国 CDC との意見交換に参画

した。
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［齋藤智也］

 2021 年 2 月に開催された Japan Society 主催のライブウ

ェ ビ ナー ”Combating COVID-19: Japan’s Response & 

Efforts”に登壇し、COVID-19 対策と危機管理について

意見交換を行った。

［齋藤智也］

Ⅷ. 厚生労働省等 部会等 委員

 WHO Review Committee on the functioning of the 

International Health Regulations (2005) during the 

COVID-19 Response メンバー

［齋藤智也］

 International Olympic Committee Independent Expert 

Panel on COVID-19 for Olympic Games Tokyo 2020 メン

バー

［齋藤智也］

 世界健康安全保障行動グループ Global Health Security 

Action Group (GHSAG) バイオワ－キンググループ Bio-

Working Group 共同議長

［齋藤智也］

 厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリ

ーボード指定感染症としての措置・運用のあり方に関す

るワーキンググループ メンバー

［齋藤智也］

 東京オリンピック・パラリンピック競技大会における新型コ

ロナウイルス感染症対策調整会議アドバイザー

［齋藤智也］

 東京都感染症対策アドバイザー

［齋藤智也］

 東京都感染症医療体制協議会新型コロナウイルス感染

症東京都調整本部（調整部会） 委員

［齋藤智也］

 東京都感染症対策支援チーム メンバー

［齋藤智也］

 マッチング等の試行によるシンクタンク機能の検証のため

の感染症対策及びサイバーセキュリティに関する調査

（シンクタンク検証委員会） 委員

［齋藤智也］

 内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）課題

「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」「Ⅷ. 水素燃料

電池バス防災・感染症対策システム開発 」公募審査員

［齋藤智也］

 内閣府マッチング等の試行によるシンクタンク機能の検

証のための感染症対策及びサイバーセキュリティに関す

る調査（シンクタンク検証委員会）委員

［齋藤智也］

 日本公衆衛生協会令和２年度地域保健総合推進事業

「健康危機緊急時対応体制整備事業」準備チーム

［齋藤智也］

Ⅸ. その他

1. 情報提供及び広報活動

 国内外において注目を集めた感染症、特にCOVID-19、

手足口病について、メディアからの取材対応を行った。

［齋藤智也、藤本嗣人］
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IX. 研修員一覧

氏名 区分 所属

西尾 治 客員研究員 第三室

木村 博一 客員研究員 第四室

石岡 大成 客員研究員 第四室

荻 美貴 協力研究員 第三室

川村 朋子 協力研究員 第三室

小長谷 昌未 協力研究員 第三室

高橋 健一郎 協力研究員 第三室

安仁屋 恵 協力研究員 第三室

長澤 耕男 協力研究員 第四室

鵜木 晶子 実習生 第四室

山口 真由子 実習生 第四室
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